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Although small- and medium-sized enterprises （SMEs） underpin the Japanese economy in 
terms of their number and the number of their employees, the environment surrounding them 
has become harsh condition, compared to large-sized enterprises. In this paper, this specifi c 
situation was analyzed from the perspective of business confi dence, the development state 
of new businesses, and the actual status of research and development activities surrounding 
SMEs. In addition, the study examined how despite legal provisions supporting innovations in 
SMEs being in place, they had not been fully understood yet.
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中小企業における景況感について、執筆時点で最新となる「第 157 回　中小企業景況調査 3」
をベースとして分析を進める。中小企業の製造業における経常利益に対する景況感（DI：「好
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そして、この分類における実際の新事業展開の状況は図表 4にあるように、実施企業の割合が



























と中小企業における研究開発費の推移を 1970 年度を 100 として指数化したものだが、その差は
年々拡大しており近年では 1970 年当初の 3倍以上の差となっている。また研究開発に取り組ん
でいる企業数は「中小企業実態基本調査（平成 30 年確報）8」によると中小企業製造業において















































援を必要とする中小企業が認定支援機関の援助を受けた件数は、図表 7に示したように 2014 年
度から 2018 年度の平均で年間 4,520 件程度となっている。グラフからは毎年安定的に支援企業
が出ており、累積値も順調に増加しているようにも見える。江島（2014）は「中小企業等経営強
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セスに移行することで経常利益を増加させることが可能となり、先に触れた景況感にも反映し得
る可能性を示唆している。これらを実現するためには積極的に研究開発に取り組むことが重要と
なるが、大企業と比較すると中小企業の研究開発費の推移は乏しいものとなっている。これを改
善していくためには、企業自身の取組に加えて法制度にて支えていくことが重要となる。我が国
においては中小企業のこれら活動を支える法制度は以前から施行されており、改善も加えられて
いる。しかし本稿での分析に照らし合わせると、まだ十分に浸透しているとは言えない状況であ
ることが分かった。
本稿では中小企業が置かれている状況を、具体的データを用いて論じてきた。次のプロセスと
しては、具体的に個々の企業がどのような状況で、どのような取り組みをしているのかについて
さらに詳細な調査・分析を行っていきたい。
